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「キリスト者の交わり」 
ヘブライ⼈への⼿紙 12 章 
18-19 あなたがたは⼿で触れることができるものや、燃える⽕、⿊雲、暗闇、暴⾵、ラッパの⾳、 
更に、聞いた⼈々がこれ以上語ってもらいたくないと願ったような⾔葉の声に、近づいたのではありま
せん。  
20 彼らは、「たとえ獣でも、⼭に触れれば、⽯を投げつけて殺さなければならない」という命令に耐えら
れなかったのです。  
21 また、その様⼦があまりにも恐ろしいものだったので、モーセすら、「わたしはおびえ、震えている」
と⾔ったほどです。  
22 しかし、あなたがたが近づいたのは、シオンの⼭、⽣ける神の都、天のエルサレム、無数の天使たち
の祝いの集まり、  
23 天に登録されている⻑⼦たちの集会、すべての⼈の審判者である神、完全なものとされた正しい⼈た
ちの霊、  
24 新しい契約の仲介者イエス、そして、アベルの⾎よりも⽴派に語る注がれた⾎です。 
25 あなたがたは、語っている⽅を拒むことのないように気をつけなさい。もし、地上で神の御旨を告げ
る⼈を拒む者たちが、罰を逃れられなかったとするなら、天から御旨を告げる⽅に背を向ける 
わたしたちは、なおさらそうではありませんか。 
＊＊＊＊ 
私たち⼈間は社会性をもった⽣き物であり、ひとりだけで⽣きていくことは決して得意ではありません。
どこかに、誰かに属していることで安⼼を感じ、誰かに助けてもらえる関係を模索しながら⽣きていま
す。イスラエルの⼈たちは旧約聖書の時代「国⺠」「社会」という枠だけでなく「神との関係」を⼤切に
しながら⽣きてきました。それは聖書の勧める⽣き⽅でした。しかし、形式が整えられていく中で律法主
義的傾向が強くなり、やがて規則と掟の中に閉じ込められるように⽣きていたことがわかります。そこ
には掟で縛られた⽣き⽅しかありませんでした。形式主義に陥り 
神殿での礼拝も教えも「こうしなければならない、さもなければ・・」という空気が蔓延していたのです。 
現代に⽣きる私たちも何かのグループに属し、その中に⽣きています。 
ところが多くの場合、そこに機能論的⼈間観や律法主義が⼊り込み、「能⼒的にできるか、できないか」
とか「規則を守れているか、守れていないか」という区別が歴然と存在している可能性があります。そう
なると、必ず「落ちこぼれていると感じる⼈たち」がでてきます。「居場所がない」と感じる⼈たちが⼭
ほどでてくるでしょう。 
 
救い主がこられたのはそういう空気を打破し、神様の⽣き⽣きとした愛のまなざしを 
感じながら、安⼼して⽣きられる世界、いのちを味わう交わりの場をつくり、それを提供するためでし
た。 
22 しかし、あなたがたが近づいたのは、シオンの⼭、⽣ける神の都、天のエルサレム、無数の天使たち



の祝いの集まり、 23 天に登録されている⻑⼦たちの集会、すべての⼈の審判者である神、完全なものと
された正しい⼈たちの霊、 24 新しい契約の仲介者イエス、そして、アベルの⾎よりも⽴派に語る注がれ
た⾎です。 
＊ 
神様との⽣き⽣きとした直接的な交わりがイエス様を通して開かれたのだと教えられ、まさしく神様の
微笑みや眼差しを味わいながら、また、互いにそれを知っている者同⼠の親しい交わりが可能になった
ことが教えられています。 
パウロが書いたローマの信徒への⼿紙には少し、わかりやすく書かれています。 
ローマの信徒への⼿紙 14 章です。 
13従って、もう互いに裁き合わないようにしよう。むしろ、つまずきとなるものや、妨げとなるものを、
兄弟の前に置かないように決⼼しなさい。  
14 それ⾃体で汚れたものは何もないと、わたしは主イエスによって知り、そして確信しています。汚れ
たものだと思うならば、それは、その⼈にだけ汚れたものです。  
15 あなたの⾷べ物について兄弟が⼼を痛めるならば、あなたはもはや愛に従って歩んでいません。⾷べ
物のことで兄弟を滅ぼしてはなりません。キリストはその兄弟のために死んでくださったのです。  
16 ですから、あなたがたにとって善いことがそしりの種にならないようにしなさい。 17 神の国は、飲
み⾷いではなく、聖霊によって与えられる義と平和と喜びなのです。 18 このようにしてキリストに仕え
る⼈は、神に喜ばれ、⼈々に信頼されます。  
19 だから、平和や互いの向上に役⽴つことを追い求めようではありませんか。  
＊＊ 
当時の教会の中には「⾷べ物」のことでの混乱がありました。あの⾁は⾷べるべきではない、とか、いや、
⾷べて⼤丈夫だとか、「暦」のことでも混乱がありました。 
その争いは醜いものであり互いをなじり、軽蔑し合うようなものでした。パウロはそれをいましめ、私た
ちの交わりは、この世の中のものとは違うと教えているのです。 
どんな⼈でも「キリストが⾝代わりに死なれたほどの⼈」であり、神によって作られた交わりの中に置か
れているのだと。それは「17 神の国は、飲み⾷いではなく、聖霊によって与えられる義と平和と喜びな
のです。」とある通りです。 
聖霊によってもたらされる「神の義、神の救いを喜び合う交わり」「平和を求め、平和を作り出そうと互
いが願う交わり」そして「喜びを共有する交わり」こそイエス様が私たちを招き⼊れてくださった「神と
⼈との交わり」であり「教会の本質的な姿」なのだと教えられているのです。。 
互いに「いてくれてありがとう」を分かち合える場なのです。 
 
現実的には、罪ある⼈間の集まりですから、どこか弱さがあり⽋点もあるでしょう。 
しかし、神様がどういう交わりを期待し、お造りになろうとしているのか、しっかり意識することは⼤事
です。教会という交わりの場は「誰でも居場所と神様の愛といのちを感じられる場」です。「平和や喜び」
を味わえる場です。献⾦額や出席率または奉仕の能⼒で格差や差別があってはならないのだと思います。
「いてくれてありがとう」を神様に対しても他者に対しても分かち合える場なのです。 
神様に対する「いてくれてありがとう」が礼拝であり、他者に対する「いてくれてありがとう」が「まじ



わり」なのです。 
私たちは、そういう⽅向性を確認しながら前に進みたいと⼼から願っています。 
＊＊ 
Youtube の映像はこちらです 
https://youtu.be/QbxIIaMCwNM 
 
 

https://youtu.be/QbxIIaMCwNM

